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SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場

DNA解析による新たなカンキツ育種

品種開発研究担当
岡部春菜

SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場交雑育種による新たな個体の獲得

種子

交雑育種

交配果
種皮を
剥くと…

中晩柑育成品種

佐賀果試35号サガマンダリン

種子親 花粉親

交配

　-3-　



SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場実生の育成

播種

実生

クローン実生 雑種実生

新品種
候補

予
備

一
次

二
次

SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場交雑育種の道のり

選抜試験

実生育成
（約3年）

ガラス室
果実品質・栽培性

の評価圃場に展開

品種
登録

選抜試験
（約17年）

・雑種実生の選抜
・クローン実生の排除
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SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場従来の雑種実生選抜方法と課題

生育の違い

葉の大きさ

葉の形

SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場従来の雑種実生選抜方法と課題

生育の違い

葉の大きさ

葉の形

〇 雑種個体の排除
〇 クローン個体の混入
誤って
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SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場DNA情報を実生選抜に活用

実生段階での雑種選抜を
目視

DNA解析の活用へ

2016年
ウンシュウミカンの親が解明

SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場

近年、カンキツのDNA解析が急速に進んでいる

DNA解析で
交配親が分かる
ように！

DNA情報を実生選抜に活用

農研機構果樹茶業研究部門
ＨＰより引用（一部改）
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2016年
ウンシュウミカンの親が解明

SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場

近年、カンキツのDNA解析が急速に進んでいる

DNA解析で
交配親が分かる
ように！

DNA情報を実生選抜に活用

農研機構果樹茶業研究部門
ＨＰより引用（一部改）

佐賀県では他県に先んじて
DNA解析を活用！

2017年 DNA解析の技術習得のため
農研機構果樹茶業研究部門に
⻑期研修へ 

SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場DNA解析による実生の雑種判別

※種子親と花粉親の
両方のバンドを持つ
個体が雑種

電気泳動で交配親個体とバンドを比較

※手法作成：
農研機構果樹茶業研究部門
清水徳朗上席研究員

花粉親（佐賀果試5号）
種子親（佐系65）

雑種クローン

雑種を確実に特定できる！

（例）
「佐系65」×「佐賀果試5号」
の交配実生よりDNA抽出
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SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場DNA解析による雑種判別

クローン 雑種

全て
雑種実生現在従来

SAGAラボ10＋Ｇ
果樹試験場

求める特性に応じた選抜

DNA解析技術を活用した今後の育種

ターゲットを絞った育種！

高機能性 高糖度 耐病性 耐寒性
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公設試から知事への成果報告会
佐賀県Saga Pref. 

SAGAラボ10＋Ｇ
茶業試験場

成分から⾒た
うれしの茶のアピールポイント

公設試から知事への成果報告会
佐賀県Saga Pref. 

SAGAラボ10＋Ｇ
茶業試験場うれしの茶の現状と課題

全国でも有数の歴史ある茶産地
茶⽣産量全国８位（1,170ｔ）
⽟緑茶と釜炒り茶の産地

他産地との競争が激化
ドリンク需要拡⼤ →中⼭間地茶園が多く不向き
 高品質、高単価を目指す産地

うれしの茶の“良さ”をしっかり伝える必要がある

＜

煎茶

⽟緑茶

⽟露等

番茶等
煎茶

⽟緑茶
釜炒り茶

番茶等

全国 佐賀
茶種別⽣産量

68%
53%

14%

10%

2%
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公設試から知事への成果報告会
佐賀県Saga Pref. 

SAGAラボ10＋Ｇ
茶業試験場⽟緑茶と釜炒り茶

煎 茶 ⽟緑茶 釜炒り茶

形状

水色

製法 蒸し 蒸し 釜炒り

成形工程 強く揉み込む ⾃然に撚れる 直⽕乾燥多い

香味 － 煎茶と類似 香ばしい釜香
渋みなくさっぱり

最後の成形工程のみ異なる

煎茶との香味の違いを客観的に⽰せないか!?

公設試から知事への成果報告会
佐賀県Saga Pref. 

SAGAラボ10＋Ｇ
茶業試験場

4

Ⅰ茶種による品質差①味覚センサー
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-7 -6 -5 -4 -3 -2 -1 0 1 2

う
ま

味
推

定
値

(A
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)

渋味推定値(cpa(AE1))

渋味強い

う
ま
味
強
い

１煎目

２煎目

⽟緑茶
うま味 同等
渋味  同等

釜炒り茶
うま味 ほぼ同等
渋味  弱い

煎茶と比べて…

同じ原料を使って⽟緑茶、
釜炒り茶、煎茶を作り分け(n=4)

味覚センサー
による分析

結果
▲煎茶
●⽟緑茶
■釜炒り茶

味を客観評価
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公設試から知事への成果報告会
佐賀県Saga Pref. 

SAGAラボ10＋Ｇ
茶業試験場

釜炒り茶
カテキン類が少ない
アミノ酸は比較的溶出

5

Ⅰ茶種による品質差②浸出液の成分

カテキン類（渋味成分） アミノ酸（うま味成分）

釜炒り茶は、渋味がなく
うま味を感じやすい 
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公設試から知事への成果報告会
佐賀県Saga Pref. 

SAGAラボ10＋Ｇ
茶業試験場

6

Ⅰ茶種による品質差③香気成分

低沸点成分

釜炒り茶

中・高沸点成分中・高沸点成分

煎茶

中・高沸点成分

Dodecane
Nonnanal
Z-3-hexadecane
Benzene butanol 等9種

釜炒り茶の“特有の釜香”を⽣む香気成分を
特定できた 
⽟緑茶の香りの違いを⽰せる可能性も。

煎茶と２倍以上含有量差がある
3ピークを確認

→成分の特定作業中

⽟緑茶
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公設試から知事への成果報告会
佐賀県Saga Pref. 

SAGAラボ10＋Ｇ
茶業試験場

7

Ⅱ他産地との品質差①官能評価
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■香気（20点） ■滋味（60点） ■水色（10点）

同店舗(5店）・同価格の産地別茶
（1000円/100g）

流通業者による評価
うれしの茶の
香味コメント

うま味強い
さわやか
飲みやすい

うれしの茶（⽟緑茶）の評価は安定して高く、高品質 

うれしの茶の
強み

⽟緑茶 煎茶

公設試から知事への成果報告会
佐賀県Saga Pref. 

SAGAラボ10＋Ｇ
茶業試験場

8

Ⅱ他産地との品質差②化学成分

全窒素 繊 維 タンニン

狭⼭茶 5.6  c   19.2  a 14.4 a

静岡茶 6.2 bc 16.7  b 14.0 a

宇治茶 6.5 ab 17.7 ab 10.7 b

八女茶 6.4 ab 17.3  b 11.9 b

嬉野茶 6.8  a 15.4  c 12.2 b

知覧茶 6.4 ab 17.2  b 11.3 b

全体 6.4 17.0 12.2

全窒素 繊 維 タンニン

狭⼭茶 5.4 18.8 15.4

静岡茶 5.8 18.4 14.3

宇治茶 6.2 18.3 10.9

八女茶 6.2 17.5 12.4

嬉野茶 6.6 16.0 12.3

知覧茶 6.4 16.7 12.0

全体 6.2 17.2 12.6

2016年 (n=5，狭⼭茶はn=2) 2015年 (n=4 ，狭⼭茶はn=2)

全窒素が高い ＝うま味成分が多い◎
繊維が低い ＝若く柔らかい芽を使っている◎
うれしの茶の成分は最良→⾃信を持っておすすめできる 

同価格帯の6産地の緑茶(蒸し製)の化学成分 （1000円/100g）
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公設試から知事への成果報告会
佐賀県Saga Pref. 

SAGAラボ10＋Ｇ
茶業試験場

9

【まとめ】 アピールポイント

今後、県内茶商による販促での活⽤を進めたい

釜炒り茶 ⽟緑茶
渋味がなくうま味を感じやすい

特有の香ばしい釜香
低沸点香気成分を有する
Dodecane等9種の特有の
香気成分

味覚センサーの分析値
カテキン類の溶出が抑制

うま味が強い

さわやかで飲みやすい

全窒素成分含有量が多い

香気に特有の３ピーク
繊維含有量が少ない
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佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. 

カサゴ種苗生産のコスト削減に向けた取組
～閉鎖循環型飼育システム導入～

佐賀県玄海水産振興センター

波⼾庁舎

唐房庁舎

佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. 種苗⽣産種の紹介

放流サイズ（10 20mm）

放流サイズ（65mm） 出荷サイズ（65mm）

マサバカサゴ

マナマコ クロアワビ

4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月

マナマコ
クロアワビ

カサゴ
マサバ １

放流サイズ（30mm）
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佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. カサゴについて

２

■定着性が高く、単価が高い 

放流した地域で⽣育・漁獲 
1,000 1,500円/kg

（参考 マダイ 600 700円）

釣り 刺し網 はえ縄 カゴ

■漁獲対象の漁業種類が多い 

※営んだ漁業経営体数 516/793(約65%)

◎資源の安定・増大が漁業者の所得向上につながる

水揚量 30 40t※放流5年後でも半径5km以内で漁獲

佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. カサゴ種苗⽣産について①

3全長65mm

日令 ０

全長 4.0mm

②稚魚飼育 ③放流

卵ではなく、
仔魚で⽣まれる

①産仔

種苗⽣産 放流

■Step１ H13 種苗⽣産技術の開発
(基本的な技術は確⽴)

■Step２ H21 種苗量産事業
（毎年10 20万尾を⽣産・放流）

日齢150

さがっ⼦リレー放流の様⼦

　-21-　



佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. 

4
■Step３ H25 閉鎖循環型飼育システムの導入

（コスト削減にチャレンジ）

カサゴ種苗⽣産について②

◎種苗⽣産 大量の種苗を安定的に⽣産
高密度で餌をたくさん与え、早く大きくする
Point：適した環境（①水質・②水温）の維持が重要

排水

⼀般的な飼育法（かけ流し飼育）

①水質
海から
常時新鮮な
海水を供給

②水温
成⻑が良好な水温に加温

約12℃

16℃
（⼤量の餌,糞,尿）

【課題】
■加温コスト

年間1,600千円

佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. 閉鎖循環型飼育システムとは 

５

⽣物濾過槽

(アンモニア硝化作⽤)

紫外線殺菌装置

排水

泡沫分離装置

(懸濁物除去)

・種苗の安定⽣産 ＆ 加温コスト削減 が期待  

16℃

1６℃

1６℃

P

P

(殺菌作⽤)

①水質 3工程で浄化 ②水温 排水を再利⽤
⇒水温維持
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佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. システム導入時の課題

6

①カサゴでの飼育事例なし
■水質維持のための濾材の条件が不明

飼育水槽50t

牡蠣殻５t サンゴ５t

VS

量 ＆ 種類
・10tくらい 

・牡蠣殻、サンゴ 

②コスト削減効果は期待どおりあるのか
■システムの循環装置による電気代増加

かけ流し区
閉鎖循環区

濾材量10t

佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. 

7

結果①(水質・水温)

【水質】 【水温】

カサゴに適した、水質・水温の維持に成功

■アンモニア測定
⇒異常なし,余⼒あり

■飼育水温,循環水温測定
⇒16℃台を維持
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佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. 

8

結果②(成⻑・⽣残)
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0

5

10

15

20

25

閉鎖循環区 かけ流し区

生
残
率(%

)

かけ流し区と同等の成⻑・⽣残

佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. 

9

結果③(コスト試算)
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金
額(

万
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燃油コスト 電気コスト

かけ流し区と比べ、70%コスト削減
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佐賀県Saga Pref. 
公設試から知事への成果報告会SAGAラボ10＋Ｇ

佐賀県Saga Pref. 

10

今後の展望

●餌料代の高騰
●コスト削減を図り効率化が必要

閉鎖循環型飼育

●安価・健全な種苗を提供
●漁業者の所得向上につなげる

　-25-　



　-26-　


